
記者発表資料 平成２8年１月１５日

国土交通省東北地方整備局

南 三 陸 国 道 事 務 所

三陸沿岸道路（吉浜道路）の開通後の
よ し は ま

交通状況、効果についてお知らせします
～ 羅生峠の難所を回避、所要時間は約６分短縮 ～

東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとして

三陸沿岸道路、釜石花巻道路の整備を進めています。

このたび、吉浜道路（開通１ヶ月後）の交通状況について、取りまと

めましたのでお知らせします。

吉浜道路開通後交通状況（平成2７年１１月２９日開通）（別紙参照）

◎並行道路（国道４５号）の交通量が約７割減少。

難所を回避、所要時間約６分短縮で、利便性の向上を実感。

【発表記者会】
岩手県政記者クラブ、釜石記者クラブ、宮古記者クラブ、大船渡記者クラブ、東北専門記者会

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 南三陸国道事務所

〒026-0301 釜石市鵜住居町第１３地割１－４（代表）電話：０１９３-２８-４７３１

副 所 長 山口 満 （内線２０４）
みつる

調査・品質確保課長 高橋 朋昭 （内線４１１）
ともあき

南三陸国道事務所のホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/minamisanriku/index.html

開通前 開通後 摘要

国道45号 7,900 台/日 2,500 台/日 約７割減少

吉浜道路 － 5,800 台/日

合　計 7,900 台/日 8,300 台/日

※交通量調査（午前7時～翌午前7時(24時間))　
   開通前 H27.10.14(水)、開通後 H27.12.8(火)

総交通量

84770040
タイプライターテキスト



吉浜道路 延長約3.6ｋｍ

（平成27年11月29日開通）
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【開通直後】三陸沿岸道路

（平成２７年１１月２９日開通）

①現国道45号の利用交通量が約７割減少
②所要時間が約６分短縮し、利便性が向上吉浜道路が開通して

よしはま

凡例

開通済区間

H30年度開通予定

今回開通区間

一般国道

交通量観測断面
（Ｈ27.12.8調査）

開通後の吉浜道路（釜⽯⽅⾯側より望む）
⾄ 仙台市

⾄ 宮古市 Ｈ27.11.29撮影

・吉浜道路を約5,800台/日が利用、並行現道の交通量は約7割減少しています。

・大型車は吉浜道路を約1,200台/日が利用、並行現道の交通量は約8割減少しています。
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※交通量調査 開通前:Ｈ27.10.14（水）、開通後:Ｈ27.12.8（火）、7時～翌7時
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▼交通量の変化 ▼大型車交通量の変化

吉浜道路並行現道(国道45号)

5,800台
【70％】

②所要時間が短縮し、地域住民が利便性の向上を実感

①並行現道区間の国道45号利用交通量が約7割減少
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※旅行速度調査
・開通前:Ｈ27.10.14（水）、開通後:Ｈ27.12.8（火）
・8時台、上下平均
・計測区間：三陸IC大船渡方面出入ランプ部～吉浜IC前交差点間の所要時間

・吉浜道路の開通により所要時間は約６分短縮しています。

▼三陸IC～吉浜IC間の所要時間の変化

所通交差点

約10分 約10分

約４分

■利便性の向上

【地元住民の声】
・羅生峠の難所解消で、大船渡市内の病院
や買い物へ行きやすくなりました。

【通勤者の声】
・通勤時間が10分ほど短縮し、降雪時に遅れ
てしまう心配がなくなりました。

吉浜道路並行現道(国道45号)

※Ｈ28.1 ヒアリング調査結果

約６分短縮

羅⽣峠
※【 】内は割合

5,800台/日

（大型車 1,200台/日）

2,500台/日

（大型車 300台/日）
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